
れ
の
方
が
全
身
全
霊
で
取
り
組
ま
れ
て
社
会
の
た
め
に

貢
献
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
勲
章
で
あ
る
と
受
け
取
っ

て
お
り
ま
す
。
正
に
「
三
敬
の
教
え
」
を
実
践
躬
行
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
の
証
明
そ
の
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
し
て
こ
の
叙
勲
は
、
同
窓
会
の
皆
様
だ
け
で

な
く
、
本
校
で
現
在
学
ん
で
い
る
在
校
生
た
ち
に
と
っ

て
も
名
誉
な
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
も
、
皆
様
を
目
標
に
今
ま
で
以
上
に
学
習

や
部
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
或
い
は
各
種
の
学

校
行
事
等
に
一
生
懸
命
取
り
組
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面

で
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

今
年
度
も
生
徒
た
ち
の
活
躍
で
特
筆
す
べ
き
出
来
事

が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
躍
に
は
本
人
た

ち
の
努
力
も
勿
論
の
こ
と
で
す
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
同
窓
会

の
皆
様
の
ご
支
援
の
お
蔭
で
あ
る
と
受
け
取
っ
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
も
、
私
達
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
全
力
で
指
導

に
当
た
り
ま
す
の
で
、
同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
は
こ
れ

ま
で
以
上
の
ご
支
援
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

百
余
年
の
歴
史
と
伝

統
を
誇
る
文
星
芸
術
大

学
附
属
高
等
学
校
、
こ

の
学
び
舎
で
三
万
名
を

超
え
る
多
く
の
方
々
が
「
三
敬
の
教
え
」
を
も
と
に
心

身
を
鍛
え
、
社
会
へ
と
飛
び
立
た
れ
て
お
り
ま
す
。

「
三
敬
の
教
え
」
と
は
「
自
分
を
大
切
に
し
、
他
人
を

も
大
切
に
し
て
、
更
に
は
自
分
が
な
す
べ
き
仕
事
を
大

切
に
す
る
こ
と
で
、
人
格
が
形
成
さ
れ
る
」
と
い
う
意

味
で
あ
る
と
捉
え
て
、
長
き
に
わ
た
り
脈
々
と
受
け
継

が
れ
て
お
り
、
本
校
の
教
育
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
も

あ
り
ま
す
。

　

昨
年
秋
の
叙
勲
に
お
い
て
、
本
校
同
窓
会
名
誉
顧
問

の
阿
久
津
善
一
様
・
中
山
御
由
様
そ
し
て
参
与
の
芦
澤

伸
様
の
三
名
の
方
々
が
勲
章
を
授
与
さ
れ
る
と
い
う
栄

誉
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
歩
ま
れ
た
道
が

異
な
っ
て
お
ら
れ
て
も
、
ご
自
分
の
お
仕
事
に
そ
れ
ぞ

将
棋
部
が
全
国
高
校
将
棋
選
手
権
大
会
（
広
島
県
開

催
）
団
体
戦
で
、
開
成
高
校
・
麻
布
高
校
等
を
倒
し
、

全
国
優
勝
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
多
数
の

運
動
部
・
文
化
部
が
全
国
大
会
や
関
東
大
会
に
出
場
し

活
躍
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
在
校
生
が
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い
て
高
い
目
標
を
掲
げ
日
々
精
進

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
前
進
し
て
い
く
若
者
た
ち
に
と
っ
て
、

卒
業
生
の
諸
先
輩
方
の
築
き
上
げ
た
功
績
は
大
き
な
励

み
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

同
窓
会
の
発
展
と
同
窓
生
ひ
と
り
ひ
と
り
の
益
々
の

ご
活
躍
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
母
校
の
生
徒
た

ち
の
ご
支
援
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

建
学
の
精
神
で
あ
る
校
訓
「
一
、
自
己
を
敬
え　

一
、

他
人
を
敬
え　

一
、
仕
事
を
敬
え
」
の
三
敬
精
神
。
そ

し
て
校
是
で
あ
る
「
獅
子　

象
を
擒
う
る
に　

其
の
力

を
全
う
し
、
兎
を
擒
う
る
に
も　

其
の
力
を
全
う

す
。
」
こ
れ
ら
の
教
え
が
人
間
の
生
き
方
を
示
し
、
品

位
と
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
同
窓
生
の
皆
さ
ん
の
礎
に

な
っ
て
い
る
こ
と
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
平
成
二
十
八
年
度
は
、
東
京
大
学
に
二
名
の
合

格
を
始
め
と
し
、
そ
の
他
難
関
大
学
に
も
多
数
の
合
格

者
を
輩
出
す
る
と
い
う
喜
び
の
中
ス
タ
ー
ト
を
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
夏
の
全
国
高
校
総
体
の
柔
道
競
技
（
島

根
県
開
催
）
で
は
、
男
子
個
人
六
六
㎏
級
で
準
優
勝
。

　

平
成
二
十
六
年
同
窓

会
総
会
に
お
い
て
ご
承

認
を
賜
り
、
会
長
に
就

任
し
て
三
年
目
を
迎
え

る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
、
こ
れ
ま
で
、
会
員
の
皆
様
方
に
は
同
窓
会
の
活
動

に
ご
理
解
と
ご
協
力
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
、
母
校
文
星
附
属
高
校
の
更
な
る
躍
進
に
向

け
て
同
窓
会
の
運
営
に
あ
た
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

◎　

基
本
目
標

　

本
校
も
数
年
で
創
立
百
十
周
年
を
迎
え
る
学
校
は
、

三
敬
精
神
で
学
校
を
巣
立
っ
た
、
三
万
数
千
名
の
同
窓

生
の
拠
り
所
と
な
る
組
織
で
す
、
会
員
相
互
の
親
睦
と

交
流
を
図
り
、
高
等
学
校
の
興
隆
、
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
活
動
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
「
時
間
を
切
り
詰
め
て
も
参
加
し
た
い
同
窓

会
活
動
」
を
基
本
理
念
に
、
各
事
業
企
画
を
推
進
し
、

今
後
も
、
高
等
学
校
（
法
人
）
と
同
窓
会
の
あ
り
方
に

つ
い
て
話
し
合
い
を
継
続
し
て
行
い
、
両
者
の
発
展
に

結
び
つ
く
方
法
で
結
論
を
得
る
た
め
、
誠
意
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

◎　

重
点
目
標

　

〇
同
窓
会
会
員
同
志
の
輪
の
拡
充　

　
　

同
級
会
の
ク
ラ
ス
代
表
幹
事
選
出

⑴
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同
窓
会
発
展
の
た
め
に

会
　
長

大
森
　
文
隆

　
　

総
会
時
、
積
極
参
加
依
頼
、
特
に
若
年
層

　
　

学
校
行
事
へ
の
参
加
・
運
動
部
へ
の
応
援
、
雄
飛

　
　

祭
等
の
積
極
的
行
動

　

〇
各
部
方
針
、
提
案
、
実
行

　
　

企
画
部
・
組
織
部
・
総
務
部
・
渉
外
部

　
　

役
員
会
、
四
月
、
七
月
、
十
月
、
一
月
開
催

　

〇
同
窓
会
表
彰

　
　

優
秀
学
生
、
親
子
三
代
、
同
窓
会
の
社
会
的
活
動

　
　

（
審
査
の
う
え
授
与
）

　

〇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

　
　

情
報
化
推
進
の
為
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
を
促
進

　
　

し
、
こ
れ
ら
を
通
し
て
情
宣
活
動
に
活
用
す
る

　

〇
創
立
百
十
周
年
記
念
行
事
検
討

　
　

行
事
、
記
念
誌
、
寄
付
行
為
（
リ
ス
ト
報
告
）

　

以
上
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、

日
頃
よ
り
本
校
の
教
育

活
動
に
つ
き
ま
し
て
ご

協
力
い
た
だ
き
、
深
く

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

明
治
四
四
年
の
創
立
以
来
、
本
校
は
今
年
で
一
〇
五

年
が
経
ち
ま
し
た
。
多
く
の
卒
業
生
が
各
方
面
で
ご
活

同
窓
会
報
発
刊
に
寄
せ
て

学
校
法
人
宇
都
宮
学
園
理
事
長

上
野
　
憲
示

「
三
敬
の
教
え
」の
実
践
躬
行

文
星
芸
術
大
学
附
属
高
等
学
校
長

大
木
　
廣
巳

文 星 芸 大 附 属 高 等 学 校 同 窓 会 （ 三 敬 会 ）  第 七 回 会 報



　

去
る
平
成
二
十
八
年
六
月
四
日
（
土
）
午
後
五

時
よ
り
、
宇
都
宮
市
内
の
ホ
テ
ル
丸
治
に
お
い
て
、

平
成
二
十
八
年
度
文
星
芸
術
大
学
附
属
高
等
学
校

同
窓
会
（
三
敬
会
）
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
昭
和
二
十
三
年
卒
業
の
吉
田
守
邦

様
を
は
じ
め
、
幅
広
い
同
窓
生
の
出
席
と
、
来
賓

と
し
て
大
木
廣
巳
校
長
や
大
塚
晃
副
校
長
・
竹
内

昭
夫
教
頭
・
三
上
裕
教
頭
等
の
出
席
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

角
田
正
副
会
長
の
開
会
の
こ
と
ば
で
総
会
が
開

始
し
、
大
森
同
窓
会
会
長
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
大

木
校
長
よ
り
学
校
長
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
本
題
の
議
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
規

約
に
よ
り
大
森
文
隆
同
窓
会
会
長
の
議
事
進
行
で

開
始
さ
れ
、
議
事
に
つ
き
ま
し
て
は
山
星
事
務
長

か
ら
、
平
成
二
十
七
年
度
事
業
報
告
・
会
計
決
算

報
告
、
落
合
満
副
会
長
か
ら
会
計
監
査
報
告
、
ま

た
、
山
星
事
務
長
か
ら
平
成
二
十
八
年
度
事
業
計

画
案
・
予
算
案
の
説
明
が
有
り
、
審
議
の
結
果
滞

り
な
く
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
で
は
、
大
塚
副
校
長
よ
り
学
校
全
体
の

生
活
状
況
等
の
説
明
が
あ
り
、
竹
内
昭
夫
教
頭
か

ら
は
進
路
結
果
の
報
告
が
あ
り
、
英
進
科
の
国
公

立
大
学
現
役
合
格
率
七
〇
％
と
素
晴
ら
し
い
実
績

で
あ
っ
た
と
の
事
、
ま
た
、
平
成
二
十
九
年
度
よ

り
英
進
科
に
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
新
設
す
る
予
定
と

の
事
。

　

さ
ら
に
、
硬
式
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
長
の
中
原
四
郎

さ
ん
よ
り
、
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
会
報
創
刊
号
が
発
行

さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
、
と
て
も
素
晴

ら
し
い
出
来
の
会
報
で
し
た
。

　

最
後
は
、
大
和
副
会
長
（
応
援
団
部
）
の
音
頭

で
校
歌
斉
唱
が
あ
り
、
総
会
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
今
ま
で

参
加
の
少
な
か
っ
た
、
若
い
方
の
参
加
が
目
立
ち
、

特
に
二
十
六
年
度
よ
り
、
学
校
の
協
力
に
よ
り
同

窓
会
ク
ラ
ス
代
表
幹
事
が
選
出
（
二
年
目
）
さ
れ

た
事
も
あ
り
、
本
年
は
同
窓
会
ク
ラ
ス
代
表
幹
事

の
小
川
知
宏
さ
ん
を
は
じ
め
、
十
三
名
の
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
は
、
今
後
の
明
る
い
話
題

と
な
り
、
懇
親
会
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

二
時
間
の
懇
親
会
も
盛
会
の
う
ち
に
終
了
と
な

り
、
再
会
を
約
束
し
懇
親
会
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
六
十
九
回
卒
業
生
の
同
窓
会
入
会
式
が
平
成

二
十
九
年
二
月
二
十
八
日
（
火
）
、
本
校
体
育
館
に

て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
二
十
八
年
度
同
窓
会
ク
ラ
ス
代
表
幹
事
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。

〈
平
成
28
年
度
同
窓
会
ク
ラ
ス
代
表
幹
事
〉

　
　

３
年
１
組　
　
　
　
　

井　

上　

友　

貴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

廣　

田　

竜　

一

　
　

３
年
２
組　
　
　
　
　

中　

村　

峻　

輔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡　

邉　

千　

優

　
　

３
年
３
組　
　
　
　
　

知　

浦　

太　

郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手　

塚　

慶　

樹

　
　

３
年
４
組　
　
　
　
　

杉　

山　

秀　

人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山　

口　

夏　

生

　
　

３
年
５
組　
　
　
　
　

齋　

藤　

未
来
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三　

浦　

康　

隆

　
　

３
年
６
組　
　
　
　
　

君　

島　

龍　

士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柚　

木　
　
　

武

　
　

３
年
７
組　
　
　
　
　

五
位
野　

裕　

也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野　

澤　

亮　

太

　
　

３
年
８
組　
　
　
　
　

大　

島　
　
　

峻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉　

本　

悠　

太

　
　

３
年
９
組　
　
　
　
　

木　

村　

賢　

也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野　

中　

直　

樹

　
　

３
年
10
組　
　
　
　
　

打　

越　

雅　

也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡　

邉　

翔　

太

　
　

３
年
11
組　
　
　
　
　

田　

島　

葉
未
瑠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前　

田　

大　

樹

　
　

３
年
12
組　
　
　
　
　

小
山
内　
　
　

駿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

野　

貴　

照

　
　

３
年
13
組　
　
　
　
　

川　

嶋　

優　

斗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塙　
　
　

七　

海

　
　

３
年
14
組　
　
　
　
　

神　

永　

友　

貴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡　

辺　

光　

亮
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同
窓
会
総
会
及
び
懇
親
会
は
毎
年
六
月
頃

に
開
催
さ
れ
ま
す（
下
野
新
聞
に
予
告
掲
載
）。

皆
様
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
度 

文
星
芸
大
附
属
高
同
窓
会（
三
敬
会
）総
会 



会
員
３
氏
が
叙
勲
の
栄
誉

　

平
成
二
十
八
年
秋
の
叙
勲
受
章
者
が
十
一
月
三
日
付
で
発
表
さ
れ
、
本
校
同
窓
会
か
ら
役
員

三
名
の
方
が
受
章
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
り
、
我
々
の
励
み
と
な
り

ま
す
の
で
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

―
消
防
―

旭
日
双
光
章

芦あ
し　

澤ざ
わ　
　
　

伸の
ぶ　

様

　
　

（
昭
和
二
十
八
年
卒
業
・
同
窓
会
参
与
）

―
地
方
自
治
―

旭
日
双
光
章

阿あ

久く

津つ　

善ぜ
ん　

一い
ち　

様

　

 

（
昭
和
三
十
年
卒
業
・
同
窓
会
名
誉
顧
問
）

―
教
育
―

瑞
宝
小
綬
章

中な
か　

山や
ま　

御み　

由よ
し　

様

（
昭
和
三
十
五
年
卒
業
・
同
窓
会
名
誉
顧
問
）

⑶ 文 星 芸 大 附 属 高 等 学 校 同 窓 会 （ 三 敬 会 ）  第 七 回 会 報

名　　　称 代表者（事務局） 卒年 住　　所 連絡先

硬式野球部ＯＢ会 中原　四郎
（佐藤　幸雄）

（Ｓ39）
（Ｓ43）

宇都宮市飯田町２１５－４
（秀文記念スタジアム内） 0 9 0 － 4 4 1 5 － 0 0 0 5

バスケットボール部ＯＢ会 神長　幸司
（安田　祐司）

（Ｓ48）
（Ｓ50）

鹿沼市下田町2－1078 0 9 0 － 3 1 4 6 － 7 9 1 2

柔道部ＯＢ会 菊地　　孝 （Ｈ３） 野木町潤島１１２－１３ 0 9 0 － 8 6 8 4 － 7 7 6 0

剣道部ＯＢ会 川股　通浩
（加藤　明男）

（Ｓ40）
（Ｓ48） 宇都宮市中岡本町3715－181 0 9 0 － 4 5 9 1 － 8 0 0 5

応援団部ＯＢ会 堀江　一成
（堀江　一成） （Ｓ53） 宇都宮市中岡本町２６５９－６０ 0 9 0 － 4 5 4 5 － 3 9 6 8

・
宇
都
宮
市
立
横
川
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

・
栃
木
県
立
宇
都
宮
中
央
女
子
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長

・
宇
都
宮
市
農
業
委
員

・
宇
都
宮
市
市
議
会
議
員
（
五
期
連
続
）
を
務
め
、

市
議
会
副
議
長
・
厚
生
常
任
委
員
会
副
委
員
長
・

経
済
常
任
委
員
会
委
員
長
・
建
設
常
任
委
員
会
委

員
長
・
広
報
委
員
会
委
員
長
・
監
査
委
員
・
議
会

運
営
委
員
会
委
員
長
・
決
算
審
査
特
別
委
員
会
委

員
長
・
栃
木
県
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
副
会

長
を
歴
任

・
コ
ス
モ
ス
ロ
ー
ド
愛
護
会
会
長

【
略
歴
】

・
一
九
六
〇
年
宇
都
宮
大
学
学
芸
学
部
入
学

・
一
九
六
四
年
県
立
高
等
学
校
教
諭
と
し
て
矢
板
高

校
に
赴
任

・
一
九
九
三
年
県
立
宇
都
宮
北
高
校
教
頭

・
一
九
九
七
年
県
立
今
市
高
校
校
長

・
一
九
九
九
年
県
立
宇
都
宮
北
高
校
校
長

・
二
〇
〇
二
年
宇
都
宮
文
星
短
期
大
学
助
教
授

・
二
〇
〇
五
年
宇
都
宮
文
星
短
期
大
学
教
授

　
　

（
二
〇
〇
一
年
文
部
科
学
大
臣
教
育
者
表
彰
）

【
略
歴
】

・
一
九
五
四
年
宇
都
宮
市
消
防
職
員
拝
命

・
一
九
七
四
年
同　

消
防
本
部
退
職

・
同
年　

六
月
栃
木
県
消
防
設
備
保
守
協
会
設
立

・
一
九
七
七
年　

栃
木
県
消
防
設
備
保
守
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
専
務
理
事
）

・
一
九
九
六
年
栃
木
県
消
防
設
備
保
守
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
代
表
理
事
）

【
団
体
役
員
職
歴
】

・
現
在
、
一
般
財
団
法
人
栃
木
県
消
防
設
備
保
安
協

会
理
事
長
、
一
般
社
団
法
人
栃
木
県
危
険
物
保
安

協
会
監
事
、
栃
木
県
消
防
設
備
業
連
合
会
理
事
長

・
一
般
財
団
法
人
日
本
消
防
設
備
安
全
セ
ン
タ
ー
評

議
委
員

・
関
東
甲
信
越
地
区
消
防
設
備
協
会
連
絡
協
議
会
会
長

【
表
彰
歴
】

・
一
九
九
三
年
一
般
財
団
法
人
日
本
消
防
設
備
安
全

セ
ン
タ
ー
（
功
労
賞
）

・
二
〇
〇
四
年
財
団
法
人
栃
木
県
消
防
設
備
保
安
協

会
（
理
事
長
賞
）

・
二
〇
〇
七
年
栃
木
県
知
事
表
彰
（
防
災
安
全
功
労

者
賞
）

・
二
〇
一
一
年
消
防
長
官
表
彰
（
消
防
設
備
保
守
功

労
賞
）

・
二
〇
一
二
年
一
般
財
団
法
人
日
本
消
防
設
備
安
全

セ
ン
タ
ー
（
功
労
賞
二
回
目
）

【
略
歴
】

・
文
星
芸
術
大
学
附
属
高
等
学
校
同
窓
会
会
長

・
宇
都
宮
市
立
横
川
中
央
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

部活動ＯＢ会一覧 ※　平成 28 年度に、各部に顧問 （ 担当教諭 ） を通じて調査した結果、ＯＢ会の存在と活動が確認された部と、その後 
　連絡のあった部について掲載しました。一覧より漏れている場合は、同窓会事務局まで連絡をお願いいたします。



◎
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

県
で
優
勝
し
関
東
大
会
出
場
！

　
　

１
回
戦　

本
校
87
︱
72
昌
平
高(
埼
玉)

　
　

２
回
戦　

本
校
78
︱
85
西
武
学
園
文
理
高(

埼
玉)

◎
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　

県
で
準
優
勝
し
関
東
大
会
出
場
！

　
　

１
回
戦　

本
校
０
︱
２
大
宮
東
高(

埼
玉)

◎
テ
ニ
ス
部

　

県
で
団
体
優
勝
、
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝
金
森
拓
仁
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
位
柚
木
武(

と
も
に
普
通
科
三
年
）

　
　

ダ
ブ
ル
ス
優
勝
金
森
・
柚
木
ペ
ア
、
関
東
大
会
出
場
！

　
　

団
体

　
　

１
回
戦　

本
校
２
︱
１
八
千
代
高(

千
葉)

　
　

２
回
戦　

本
校
２
︱
１
駿
河
台
甲
府
高(

山
梨)

　
　

準
々
決
勝　

本
校
０
︱
２
大
成
高(

東
京)

　
　

シ
ン
グ
ル
ス

　
　

１
回
戦　

金
森
２
︱
６
萩
野
颯
太(

湘
南
工
大
附
高
・
神
奈
川)

　
　
　
　
　
　

柚
木
６
︱
４
宮
本
大
勢(

秀
明
八
千
代
高
・
千
葉)

　
　

２
回
戦　

柚
木
６
︱
３
丹
下
将
太(

早
稲
田
実
業
高
・
東
京)

　
　

準
々
決
勝　

柚
木
５
︱
７
木
元
風
哉(

早
稲
田
本
庄
高
・
埼
玉)

　
　

ダ
ブ
ル
ス
１
回
戦

　
　

金
森
・
柚
木
４
︱
６
木
元
・
岩
満(

早
稲
田
大
本
庄
高
・
埼
玉)

◎
柔
道
部

　

県
で
団
体
準
優
勝
、24
年
連
続
33
回
目
の
関
東
大
会
出
場
！

　
　

１
回
戦　

本
校
５
︱
０
明
大
付
中
野
高(

東
京)

　
　

２
回
戦　

本
校
２
︱
２
牛
久
高(

茨
城)(

内
容
差
負
け
で
敗
退)

◎
卓
球
部

　

県
で
団
体
３
位
、シ
ン
グ
ル
ス
３
位
草
刈
祐
亮(

普
通
科
三
年)

、

　
ダ
ブ
ル
ス
優
勝
草
刈
祐
亮・浅
井
優
也(

普
通
科
三
年)

ペ
ア
、

　
　
４
位
和
久
井
達
喜・田
中
大
翔(

と
も
に
普
通
科
二
年)

ペ
ア
、

　

３
種
目
と
も
関
東
大
会
出
場
！

　
　

団
体

　
　

１
回
戦　

本
校
３
︱
１
前
橋
東
高(

群
馬)

　
　

２
回
戦　

本
校
０
︱
３
明
付
中
野
高(

東
京)

　
　

シ
ン
グ
ル
ス

　
　

２
回
戦　

草
刈
３
︱
１
政
村
一
輝(

日
本
航
空
高・山
梨)

　
　

３
回
戦　

草
刈
３
︱
１
山
本
涼
介(

東
海
大
菅
生
高
・
東
京)

　
　

４
回
戦　

草
刈
０
︱
３
石
榑
大
河(

湘
南
工
大
附
高
・
神
奈
川)

　
　

ダ
ブ
ル
ス

　
　

１
回
戦　

和
久
井
・
田
中
１
︱
３
松
井
充
輝
・
山
下
慧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

千
葉
商
科
大
附
高
・
千
葉)

　
　
　
　
　
　

草
刈
・
浅
井
３
︱
１
長
沼
龍
之
介・牛
込
竜
輔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

樹
徳
高
・
群
馬)

　
　

２
回
戦　

草
刈
・
浅
井
２
︱
３
林
亮
宏
・
窪
田
直
希

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

慶
応
義
塾
高
・
神
奈
川
）

◎
剣
道
部

　

県
で
団
体
３
位
、

　

個
人
３
位
佐
藤
有(

普
通
科
三
年)

関
東
大
会
出
場
！

　
　

予
選
リ
ー
グ　

(

敗
退
）

　
　
　

本
校
３
︱
１
沼
田
高(

群
馬)

　
　
　

本
校
２
︱
３
日
体
大
荏
原
高(

東
京)

　
　

個
人
１
回
戦  (

一
本
負
け)

　
　
　

佐
藤　

対　

高
木
英
亮(

水
戸
葵
陵
高
・
茨
城)

◎
陸
上
競
技
部

　

県
で
ハ
ン
マ
ー
投
げ
２
位
宍
戸
秀
徳
・

　

５
位
内
藤
翔
太(

と
も
に
普
通
科
二
年)

関
東
大
会
出
場
！

　
　

関
東
大
会
記
録

　
　
　

宍
戸　

ハ
ン
マ
ー
投
げ
17
位

　
　
　

内
藤　

ハ
ン
マ
ー
投
げ
19
位

◎
テ
ニ
ス
部

　

県
で
ダ
ブ
ル
ス
二
年
連
続
優
勝

　

金
森
拓
仁
・
柚
木
武(
と
も
に
普
通
科
三
年)

ペ
ア
、

　

シ
ン
グ
ル
ス
準
優
勝
金
森
拓
仁
全
国
大
会
出
場
！

　
　

ダ
ブ
ル
ス

　
　

１
回
戦　

金
森
・
柚
木
８
︱
５
久
保
井
・
高
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

北
海
道
科
学
大
学
高
・
北
海
道)

　
　

２
回
戦　

金
森
・
柚
木
９
︱
８
熊
坂
・
西
塚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

日
大
山
形
高
・
山
形)

　
　

３
回
戦　

金
森
・
柚
木
８
︱
９
藤
永
・
坂
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

海
星
高
・
長
崎)

　
　

シ
ン
グ
ル
ス

　
　

１
回
戦　

金
森
５
︱
８
藤
井
颯
大(

同
志
社
国
際
高
・
京
都)

◎
卓
球
部

　

県
で
シ
ン
グ
ル
ス
３
位
草
刈
祐
亮(

普
通
科
三
年)

、

　

４
位
上
田
士
温(

普
通
科
一
年)

全
国
大
会
出
場
！

　
　

草
刈
２
︱
３
相
澤
唯
人(

聖
和
学
園
高
・
宮
城)

　
　

上
田
０
︱
３
星
翔
太(

鶴
岡
東
高
・
山
形)　

◎
柔
道
部

　

県
で
個
人
戦
66
㎏
級
優
勝
伊
澤
風
我(

普
通
科
三
年)

　

全
国
大
会
へ
出
場
し
準
優
勝
！

　
　

１
回
戦　

(

一
本
勝
ち)

　
　

伊
澤
︱
大
西
希
明(

福
井
工
大
附
福
井
高
・
福
井)

　
　

２
回
戦　

(

一
本
勝
ち)

　
　

伊
澤
︱
清
水
颯
汰(

延
岡
学
園
高
・
宮
崎)

　
　

３
回
戦　

(

優
勢
勝
ち)

　
　

伊
澤
︱
東
亮
輝(

崇
徳
高
・
広
島)

　
　

準
々
決
勝　

(

一
本
勝
ち)

　
　

伊
澤
︱
今
村
達
哉(

鹿
島
学
園
高
・
大
阪)

　
　

準
決
勝　

(

優
勢
勝
ち)

　
　

伊
澤
︱
沢
田
大
輝(

小
杉
高
・
富
山)

　
　

決
勝　

(

優
勢
負
け)

　
　

伊
澤
︱
原
田
健
士(

日
体
大
荏
原
高
・
東
京)

◎
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　
　

県
新
人
大
会
準
優
勝
し
関
東
大
会
出
場
！

◎
テ
ニ
ス
部

　

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権　

ダ
ブ
ル
ス

　

金
森
拓
仁
・
柚
木
武(

と
も
に
普
通
科
三
年)

ペ
ア
出
場
！

　

県
新
人
大
会
団
体
準
優
勝
し
関
東
選
抜
大
会
出
場
！

　

第
39
回
全
国
選
抜
大
会
二
年
連
続
出
場
！

◎
柔
道
部

　

関
東
ジ
ュ
ニ
ア
体
重
別
選
手
権
大
会

　
　
　

90
㎏
級
植
木
克
典(

普
通
科
三
年)

、

　
　
　

100
㎏
超
級
古
水
祐
輔(

普
通
科
三
年)

出
場
！

　

全
国
高
等
学
校
選
手
権
大
会

　
　
　

個
人
戦
81
㎏
級
武
井
秀
徳(

普
通
科
二
年)

出
場
！

◎
卓
球
部

　

県
で
準
優
勝
田
中
大
翔(

普
通
科
二
年)

　

全
日
本
選
手
権
大
会
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
シ
ン
グ
ル
ス
出
場
！

　

県
新
人
大
会
で
団
体
優
勝
、
関
東
選
抜
大
会
出
場
！

　

東
京
選
手
権
大
会
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
、

　

和
久
井
達
喜(

普
通
科
二
年)

・
高
野
暖
人(

普
通
科
一
年)

、

　

一
般
の
部
、
草
刈
祐
亮(

普
通
科
三
年)

出
場
！

◎
駅
伝
部

　

県
駅
伝
競
走
大
会
５
位
で
関
東
大
会
出
場
！

　
　

関
東
大
会
記
録

　
　
　

34
位　

２
時
間
13
分
09
秒

　

県
選
手
権
大
会
で

　

加
藤
優
陽(

１
０
０
０
０
ｍ
５
位
・
５
０
０
０
ｍ
７
位)

・

　

石
田
渓
介(

５
０
０
０
ｍ
９
位
・
１
５
０
０
ｍ
12
位)

　
　
　
　
　

(

と
も
に
普
通
科
三
年)　
関
東
大
会
出
場
！

　
　

関
東
大
会
記
録

　
　
　

５
０
０
０
ｍ
決
勝

　
　
　

12
位　

加
藤
優
陽　

15
分
55
秒
45

　
　
　

18
位　

石
田
渓
介　

16
分
24
秒
94

　

県
新
人
８
０
０
ｍ
優
勝
で

　

田
宮
怜
於(
普
通
科
二
年)

関
東
新
人
大
会
出
場
！

　
　

関
東
大
会
記
録

　
　
　

８
０
０
ｍ
予
選
敗
退　

２
分
01
秒
15

◎
陸
上
競
技
部

　

県
で
ハ
ン
マ
ー
投
げ
１
位
・
砲
丸
投
げ
３
位
田
島
駿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

普
通
科
一
年
）
、

　

ハ
ン
マ
ー
投
げ
２
位
・
円
盤
投
げ
３
位
宍
戸
秀
徳
、

　

ハ
ン
マ
ー
投
げ
３
位
内
藤
翔
太(

と
も
に
普
通
科
二
年)　

　

関
東
新
人
大
会
出
場
！

　
　

関
東
大
会
記
録

　
　
　

田
島
駿　
　

ハ
ン
マ
ー
投
げ
11
位　

砲
丸
投
げ
４
位

　
　
　

宍
戸
秀
徳　

ハ
ン
マ
ー
投
げ
21
位　

円
盤
投
げ
23
位

　
　
　

内
藤
翔
太　

ハ
ン
マ
ー
投
げ
22
位

◎
硬
式
野
球
部

　

春
季
県
大
会
優
勝
し
関
東
大
会
出
場
！

　
　

２
回
戦　
　

本
校
10
︱
４
二
松
學
舎
大
附
高(

東
京)

　
　

準
々
決
勝　

本
校
１
︱
４
日
本
航
空
高(

山
梨)

◎
将
棋
部

　

第
52
回
全
国
高
等
学
校
将
棋
選
手
権
大
会

　

団
体
戦  

県
で
優
勝(

四
連
覇)

！  

全
国
大
会
で
も
優
勝
‼

　
　

予
選
３
勝
１
敗　

48
チ
ー
ム
中
13
位

　
　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト　

優
勝

　
　
　

１
回
戦　

本
校
２
︱
１
開
成
高(

東
京)

　
　
　

２
回
戦　

本
校
３
︱
０
麻
布
高(

東
京)

　
　
　

準
決
勝　

本
校
３
︱
０
藤
枝
明
誠
高(

静
岡)

　
　
　

決　

勝　

本
校
２
︱
１
横
浜
高(

神
奈
川)

　

県
予
選
で
優
勝
し
た
福
田
雄
太(

普
通
科
三
年)

　

第
29
回
全
国
高
等
学
校
将
棋
竜
王
戦
へ
出
場
し

　

準
優
勝
！

　
　

予
選
リ
ー
グ 　
予
選
２
連
勝
で
通
過

　
　
　

１
回
戦 

勝 

対 

竹
内
広
也(

山
梨
学
院
高
・
山
梨)

　
　
　

２
回
戦 

勝 

対 

鍋
谷
太
朗(

加
古
川
東
高
・
兵
庫)

　
　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト 　
準
優
勝

　
　
　

１
回
戦 

勝 

対 

渡
辺
優
作(

高
田
北
城
高
・
新
潟)

　
　
　

２
回
戦 

不
戦
勝

　
　
　

３
回
戦 

勝 

対 

石
綿
慈
雨(

Ｋ
Ｔ
Ｃ
中
央
高
等
学
院
・
香
川)

　
　
　

準
決
勝 

勝 

対 

上
野
絢
矢(

京
都
成
章
高
・
京
都)

　
　
　

決　

勝 

負 

対 

竹
内
広
也(

山
梨
学
院
高
・
山
梨)

　

第
27
回
関
東
地
区
高
等
学
校
文
化
連
盟
将
棋
大
会
へ

　

県
予
選
優
勝
阪
本
駿(

英
進
科
二
年)

　

準
優
勝
堤
俊
由
輝(

英
進
科
一
年)

出
場
！

　
　

阪
本　
　
　

２
勝
１
敗(

ベ
ス
ト
８
）

　
　

堤　
　
　
　

１
勝
１
敗(

ベ
ス
ト
16)

◎
美
術
部

　
　

第
40
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭(

広
島
大
会)

展
示

　
　
　

美
術
・
工
芸
部
門　

儘
田
裕
弥(

普
通
科
三
年)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作
品
名
「DREA

M
 M

A
KER

」 

【
そ
の
他
】

　
　

第
36
回
国
際
理
解
英
語
弁
論
大
会
に
出
場
し

　
　
　
　

半
田
歩(

英
進
科
一
年)

努
力
賞
を
受
賞
！

⑷

平
成
28
年
度
各
種
大
会
結
果
報
告

平
成
28
年
度
各
種
大
会
結
果
報
告

運　

動　

部

★
栃
木
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会(

２
０
１
６
）

★
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会(

２
０
１
６
）

★
そ
の
他
の
大
会

文　

化　

部

⑷文 星 芸 大 附 属 高 等 学 校 同 窓 会 （ 三 敬 会 ）  第 七 回 会 報


